様式第２号

春日市民図書館事業計画書（提案書）

令和８年　　月

	　団体名
	

	
	

	連絡先

（書類等送付先）
	担当者名
	

	
	担当者役職
	

	
	住所
	

	
	電話番号
	

	
	ＦＡＸ
	

	
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	


　　　※　連絡先は、書類等の往復が可能な実務担当者の連絡先を記載してください。

審査基準１　施設の運営方針
提案項目１
指定管理者としての基本方針
施設の設置目的や施設を取り巻く状況、春日市の各種政策方針を踏まえて、今後、春日市民図書館の指定管理業務を遂行していく上での基本方針、基本理念を示してください。

審査基準２　安定的に施設サービスを提供できる体制とそれを実現可能とする能力
提案項目２
申請団体の概要及び業務実施体制
　　申請団体の経営状況、概要、特色等でアピールするポイントがあれば示してください。また、申請団体における業務の実施体制を示してください。なお、業務の一部を再委託する場合は、具体的な再委託業務内容（可能であれば、委託を予定している事業者名）を示してください。

審査基準２　安定的に施設サービスを提供できる体制とそれを実現可能とする能力
提案項目3
図書館運営組織・サービス体系
　　現行の指定管理業務の実績を踏まえ、今後どのようなサービス体系で効果的な図書館運営を行うのか、以下の項目について示してください。

（関連項目：「別紙3　管理の基準及び業務の範囲」第2章の2役職の配置）
①　図書館運営組織図（サービス体系図）

②　提示したサービス体系に関する考え方

③　各サービス主任の具体的な役割

審査基準２　安定的に施設サービスを提供できる体制とそれを実現可能にする能力
提案項目４
人員配置計画
　業務運営における標準的な人員配置計画を、下記の必須記載事項にご留意のうえ、示してください。
【必須記載事項】
①　担当業務

②　役職（同一役職の者を複数配置する場合、標準的な人数も示すこと）、責任者の配置

③　配置人数

（時間帯ごとに配置する標準的な人数と当該業務に従事する延べ人数を明記すること）
④　雇用形態
⑤　職員の勤務時間、週休日
⑥　保有資格、技能
⑦　公共図書館の経験年数
　　 
審査基準２　安定的に施設サービスを提供できる体制とそれを実現可能にする能力
提案項目5
人員の安定的な確保
　図書館の安定的な管理運営及びそのサービス水準を高めるためには、高い志を持った優秀な図書館職員の確保が必要です。本業務における人材確保策・定着の考え方を示してください。

また、図書館に配置する予定の職員の労働条件について、以下の項目を参考に具体的に示してください。（正規職員、契約社員、臨時職員、パートな雇用形態ごとに区分して記入）

審査基準２　安定的に施設サービスを提供できる体制とそれを実現可能にする能力
提案項目6
人材育成（研修等）計画
　下記の必須記載事項にご留意のうえ、人材育成・研修計画を示してください。

【必須記載事項】
①　研修・育成活動の種類、概要
②　対象者（役職）
③　実施の時期（配置前、配置後を含む）・周期

審査基準２　安定的に施設サービスを提供できる体制とそれを実現可能にする能力
提案項目7
申請団体のバックアップ体制
　市民図書館の管理運営は大きな権限と責任を負う業務です。この業務の遂行にあたっては、現場に配置されている人員のみでなく、申請団体としてこの権限と責任を負っていただく必要があります。
　このことを踏まえ、現場に配置されている人員のみで対応できない時など、申請団体として本業務を実施していくためにどのようなバックアップ体制をとるのか、具体的に示してください。

審査基準２　安定的に施設サービスを提供できる体制とそれを実現可能にする能力
提案項目8
申請団体の類似施設管理実績
これまでに施設管理者として運営を行った施設等の内容、施設で行った事業等、運営実績を記入してください。また、指定管理者指定の取消が行われた実績がある場合は、その理由等を「事業実績等」の欄に記載してださい。
（１）指定管理者
	名称
	施設規模等
	施設の内容
	指定期間

	
	
	
	

	事業実績等

	（数値化できる実績は必ず示してください）
　例：指定期間中の自治体支出額の推移、指定期間中の利用者数の推移


※　実績が複数施設ある場合は、上記表を複写して記載してください。

（２）施設管理運営業務受託実績
	名称
	施設規模等
	施設の内容
	受託期間

	
	
	
	

	事業実績

	（数値化できる実績を示してください）
　例：受託期間中の自治体支出額の推移、受託期間中の利用者数の推移


※　実績が複数施設ある場合は、上記表を複写して記載してください。
審査基準３　施設の適切な維持管理
提案項目9

維持管理業務の基本的な考え方
市民図書館を含むふれあい文化センターの施設、設備に係る維持管理業務については、基本的には文化施設の指定管理者が行いますが、市民図書館の指定管理者も、図書館運営に必要な設備、備品等の維持管理や図書館機能を維持するために必要な日常的な管理を行っていただく必要があります。このことを踏まえ、図書館の維持管理業務の基本的な考え方について示してください。

審査基準３　施設の適切な維持管理
審査基準３　施設の適切な維持管理

提案項目10
安全管理体制
　　防犯・防災・事故防止等の通常時の安全管理体制や事故・災害発生など緊急時の安全管理体制（連絡・対応体制）について具体的に示してください。

審査基準４　施設の平等・適正な利用の確保
提案項目11
接遇の向上について考え方・改善策
　窓口業務は、市民にサービスを直接提供する市の顔であり、市民の本市への印象を決定づける重要な役割を担っています。

現在の窓口業務（接遇）の現状と課題を述べた上で、具体的な改善策や接遇の向上についての方策を示してください。

審査基準４　施設の平等・適正な利用の確保
提案項目12
　　　　　　　　　　　利用者の意見・要望の把握とその反映
　多様な市民が利用する市民図書館の運営にあたり、利用者の意見・要望を把握する方法と、それを管理運営に反映させる仕組みについて、具体的に示してください。
①利用者の意見・要望を把握する手法

②アンケート等により市民図書館利用者から意見を募り、運営に反映させる体制
　
審査基準４　施設の平等・適正な利用の確保
提案項目13
苦情等処理体制と対応方針
　利用者からの意見・苦情等に対応するために、現在、どのような体制で対応し、どうような方針で臨んでいるか、具体的に示してください。また、現行の指定管理業務の期間中で、どのように苦情等に対応をしたのか、下記①～⑤を明らかにしながら例示してください。
①　意見・苦情の内容
②　意見・苦情の出た原因
③　意見を反映し、問題を解決させるうえでの課題
④　解決策
⑤　④の策をとったことによる成果

審査基準４　施設の平等・適正な利用の確保
提案項目14
多様な利用者に対する配慮
公の施設の設置の基本理念である地方自治法第244条の規定を踏まえ、だれでも快適に利用できる図書館を実現するため、多様な利用者に対してどのような配慮をおこなうのか、運営（ソフト）、設備（ハード）の両面の観点から具体的に示してください。

審査基準４　施設の平等・適正な利用の確保
提案項目15
個人情報の保護・情報の管理について
  市民図書館の管理運営においては、個人・行政情報の管理、保護、漏えいの防止について、レベルの高い対策や意識が求められます。
　このようなことを踏まえ、情報の管理・保管方法・漏えい防止策を明らかにしながら、考え方を示してください。
　また、ＩＳＭＳの認証やプライバシーマークの認定を取得している場合は、この項目に記載してください。

審査基準５　施設運営サービスの向上・利用者増の取り組み
提案項目16
図書館資料（電子書籍を含む）の充実のための方策
限られた図書館資料の予算の中でどのように量と質を担保し、充実させるのか、その方策について、電子図書館サービスの今後の運用も考慮の上、具体的に提案してください。

 審査基準５　施設運営サービスの向上・利用者増の取り組み
提案項目17
視覚等に障がいがある人へのサービス
「視覚障害者等の読書環境の整備と推進に関する法律（読書バリアフリー法）」の趣旨を踏まえ、市民図書館として今後どのようなサービスを提供するか、次の必須記載事項にご留意の上、示してください。
①サピエ図書館を活用したサービスの提供

②視覚障がい者等への支援につながる事業の企画、実施

③図書館ウェブサイト上の配慮

審査基準５　施設運営サービスの向上・利用者増の取り組み
提案項目18
情報の発信、広報について
市民図書館への来館者の増加、また、図書館の活用法や図書や地域等に関する様々な情報発信を強化する方策について、現在の広報戦略の効果や課題を踏まえつつ、具体的に示してください。

審査基準６　魅力的な事業の展開
提案項目19
指定事業（必須型）について
市からの指定事業（必須型）を行うに当たり、どのように実施するかその計画を示してください。事業を円滑に効率よく進めるための工夫や、事業実施に対する考え方を示してください。


審査基準６　魅力的な事業の展開
提案項目20
　　　　　　　　　　　　　指定事業（提案型）について
市民図書館を活用して利用者向けに企画、実施できる事業の計画（指定事業（提案型））について、下記の点にご留意のうえ、提案してください。

【留意事項】
1 春日市民図書館運営方針に即した事業であること
2 利用人数の増加、向上に寄与するものであること
　【必須記載事項】
　　①　事業の概要
　　②　対象者
　　③　実施場所
　　④　事業企画の考え方

審査基準７　地域・他機関との連携
提案項目21
学校図書館への連携・支援について
　　子どもの読書活動や学習活動（調べる力を身に付ける等）を推進していくには、学校図書館との連携は不可欠です。

市民図書館と学校図書館との連携に関する考え方を示してください。

　また、市民図書館がどのような支援を行うことができるか具体的に示してください。

審査基準７　地域・他機関との連携
提案項目22
ボランティアとの連携協力についての考え方
　　ボランティアによる子ども読書活動と図書館の日常的な活動や事業に参画する図書館サポーターの活動の活発さは、本市の強みであると認識しております。指定管理者として、今後、ボランティアとどのように連携協力していくのか、どのような連携協力が可能なのか、その考え方について示してください。

審査基準８　施設の効率的な運営
提案項目23
市、文化施設、スポーツセンターとの連携についての考え方
指定管理者は自らの権限で責任を持って業務を行いますが、一方で、市の公の施設であることから、市（担当部署）との日常的な連絡体制の構築が必要です。

　　また、指定管理者は、文化センター内の文化施設及び隣接する春日市総合スポーツセンターにおける指定管理者と、それぞれの管理運営業務を円滑に実施するため、相互に連携・協力を行うことが必要となります。
　　こういったことを踏まえ、市との日常における連絡体制、報告・連絡に対する考え方と文化施設、スポーツセンターにおける指定管理者との連携に対する考え方を示してください。

審査基準８　施設の効率的な運営
提案項目24
経費節減のための方策について
　　市民図書館への指定管理導入については、市民サービスの向上を目的としており、市の直接的な歳出削減を目的としたものではありませんが、民間のノウハウを活用した効率的な施設運営による経費節減で得られた経費が市民サービスの向上に還元されることを期待しています。
　　施設の運営における経費節減に資する方策について、示してください

　　
審査基準９　その他特色ある取組み
提案項目25
その他アピールしたい取組み
　ここまでの提案内容以外で取り組みたい事業があれば、示してください。

　　




















































































＜正規職員＞　


役職　　


勤務時間　　　　　　　　　　　　　　時間／日（　　日／週）


休暇


給与　　　　　　　　　　　　　　　　円／月～　　　　　　円／月


各種手当


各種保険　　　　　社会保険・労働保険


退職金制度


上記以外の労働条件





＜契約社員＞


　　項目は正規職員に同じ。





＜臨時職員＞　


雇用の期間


勤務時間　　　　　　　　　　　　　　時間／日（　　日／週）


休暇


給与　　　　　　　　　　　　　　　　円／月～　　　　　　円／月


各種手当


各種保険　　　　　社会保険・労働保険


退職金制度


上記以外の労働条件





＜パート＞


　　項目は臨時職員に同じ。






















































































































































































































































































































































































































































































































































































（１）図書館を使った調べる学習コンクール及び調べる学習講座


（２）ファーストブック事業


（３）読書ボランティア養成講座


（４）年齢別定例おはなし会等


（５）子どもの読書活動の推進を目的とした講演会






















































































（20-1）読書の推進を目的とした事業


（20-2）新規利用者の発掘につながる事業


（20-3）図書館活用の向上につながる事業


（20-4）現代的課題、地域課題に即した事業


（20-5）図書館サポーター育成事業
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